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糟
屋
６
町
は
、
こ
れ
ま
で
に
「
明
治
の
大
合
併
」
と
「
昭
和
の

大
合
併
」
の
、
２
度
の
合
併
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、

最
後
の
合
併
と
な
っ
た
の
が
、
昭
和
32
年
３
月
の
粕
屋
町
の
合
併

で
し
た
。
平
成
19
年
は
、
粕
屋
町
が
誕
生
し
て
か
ら
50
年
目
と
な

り
ま
す
。
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【
明
治
の
大
合
併
】

　

明
治
22
年
市
町
村
制
施
行

　
　

戸
籍
や
小
学
校
な
ど
の
、
事
務
処
理
を
行
う
た

　

め
に
適
当
な
３
０
０
戸
か
ら
５
０
０
戸
を
標
準
に

　

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

【
昭
和
の
大
合
併
】

　

昭
和
28
年
町
村
合
併
促
進
法

　
　

新
制
中
学
校
の
設
置
や
社
会
福
祉
、
保
健
衛
生

　

関
係
の
事
務
処
理
が
で
き
る
規
模
の
、
人
口
８
０

　

０
０
人
を
標
準
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
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【
平
成
の
大
合
併
】

　

平
成
11
年
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律

　
（
旧
合
併
特
例
法
）

　

平
成
12
年
地
方
分
権
一
括
法
施
行

　

平
成
17
年
市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法

　

律
（
合
併
新
法
）

　
　

少
子
・
高
齢
化
、
地
方
分
権
な
ど
の
進
展
な
ど

　

に
対
処
す
る
た
め
、
合
併
に
向
け
た
取
り
組
み
が

　

全
国
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

通
勤
、
通
学
、
医
療
、
買
い
物
な
ど
、
住
民
の
日
常
生

活
の
行
動
範
囲
は
市
町
村
を
越
え
て
、
ま
す
ま
す
広

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
市
町
村
の
区
域
に
つ

い
て
も
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

（
４
）
広
域
的
行
政
課
題
の
増
大
へ
の
対
応

　

個
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
や
社
会
の
複
雑

化
に
伴
い
、
廃
棄
物
対
策
や
水
資
源
の
開
発
、
介
護
保

険
な
ど
は
、
小
さ
な
市
町
村
の
規
模
で
は
解
決
が
困
難

で
す
。
ま
た
、類
似
施
設
の
重
複
投
資
を
避
け
る
な
ど
、

効
率
的
な
行
政
運
営
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
５
）
厳
し
さ
を
増
す
地
方
財
政
へ
の
対
応

　

国
、
地
方
と
も
財
政
状
況
は
悪
化
し
て
お
り
、
多
様

化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
従
来

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
再
検
討
し
て
、
財
政
の

効
率
化
・
安
定
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
財
政
規
模
を

拡
大
し
て
行
財
政
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

（
１
）
地
方
分
権
へ
の
対
応

　

国
や
都
道
府
県
が
持
っ
て
い
る
権
限
や
仕
事
を
、
住

民
に
一
番
身
近
な
市
町
村
に
で
き
る
だ
け
移
そ
う
と
い

う
方
針
が
進
む
中
、
市
町
村
は
自
主
性
、
自
立
性
を
高

め
、
自
ら
の
地
域
の
課
題
を
自
ら
の
判
断
と
責
任
で
解

決
し
、
よ
り
質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）
少
子
・
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応　

　

本
地
域
に
お
い
て
も
少
子
・
高
齢
化
対
策
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
税
金
な
ど
を
負
担
す
る
住
民
が

減
る
一
方
、
医
療
・
保
健
・
福
祉
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の

受
け
手
が
増
え
る
た
め
、
将
来
の
財
政
運
営
な
ど
、
総

合
的
な
施
策
を
、
各
町
が
一
体
と
な
っ
て
効
果
的
に
行

う
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

（
３
）
住
民
の
日
常
生
活
圏
の
拡
大
へ
の
対
応

　

交
通
網
や
情
報
通
信
手
段
な
ど
の
発
達
に
よ
っ
て
、


